
ジオメトリストの会（ＧＭの会） 

『測量・地理空間情報イノベーション大会 2025』GMセッション 

 

■三次元計測コンサルタントへの道～実務における測地成果 2024改定の影響と対応策～ 

 

対面開催：２０２５年６月１８日（水） 

会  場：東京大学伊藤国際学術研究センター 

オンデマンド配信：７月８日（火）～８月５日（火） 

 

 測量・地理空間情報イノベーション大会 2025 において、昨年に引き続き『三次元計測コ

ンサルタントへの道』をメインテーマに、今回は「実務における測地成果 2024 改定の影響

と対応策」に着目して講演とパネルディスカッションを行いました。 

 

 

 

gm2025_01（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合司会：髙橋 洋二（ジオメトリストの会 代表委員 朝日航洋株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

開会挨拶：小川 忠利（ジオメトリストの会 会長 国際航業株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 講演：『測地成果 2024と公共測量』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本測量協会 加川 亮 氏 

 

 



 

第２部 パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデレータ：宮坂 正樹（ジオメトリストの会 代表委員 株式会社パスコ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネリスト：株式会社ニコン・トリンブル 五十嵐 祐一 氏  

『GNSS測量システムの標高改定対応と JPGEO2024への期待』 

パネリスト：公益社団法人日本測量協会 加川 亮 氏 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネリスト：株式会社荒谷建設コンサルタント 越智 貴政 氏 

『建設コンサルタントにおける測地成果 2024対応』 

     パネリスト：株式会社ワキタ CSS技術開発 小林 光 氏 

『標高成果の改定に関する「水準測量・ICT施工」への対応』 

パネリスト：朝日航洋株式会社 横井 伸之 氏 

『標高改定に関する対応』 

 

 

 

 

ディスカッションの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     



閉会挨拶：日當 卓也（ジオメトリストの会 副会長 ESRIジャパン株式会社） 

ご登壇いただいた皆様 


